
2017.8.14～2017.10.2

いのちのセミナー
～  いのちを見つめて  いまを生きる ～

〈主催〉公益財団法人ＪＲ西日本あんしん社会財団   〈協力〉西日本旅客鉄道株式会社 

第4回 第5回

定 員会 場

演 題

応 募
方 法

（ＪＲ大阪駅より徒歩8分）
毎日新聞オーバルホール

18：30～20：00
10月6日（金）

ホームページからご応募ください。
JR西日本財団

応 募
締 切 9月13日（水）

（参加無料）480名
※応募多数の場合は抽選となります。
　当日は、参加証をお持ちの方のみ入場・着席していただけます。

JR西日本あんしん社会財団
TEL 06-6375-3202（平日10:00～17:00）

お問い
合わせ

若松 英輔 ● 批評家
● 随筆家

演 題

18：30～20：00
10月27日（金）

応 募
締 切 10月2日（月）

本郷 由美子

平成29年度

※第4回、第5回の各別に
　お申込みください。

見えない涙
～かなしみの詩学～

生きる力
～愛（かな）しみと共に生きて～

● 大阪教育大学附属
  池田小児童殺傷事件
  被害者遺族
● 精神対話士



お申込み方法

ＪＲ西日本財団ホームページ
から

お問い合わせ先 ： ＪＲ西日本あんしん社会財団　TEL／06-6375-3202（平日 10:00 ～17:00）

１．ホームページの応募フォームに下記の項目を入力してください。
　①氏名・フリガナ ②郵便番号 ③住所 ④電話番号 ⑤メールアドレス
2．応募多数の場合は抽選の上、結果をメールでお知らせします。
3．受講には参加証が必要です。
4．ご応募いただいた個人情報等は当セミナーの運営及び当財団からのお知らせ
　以外の目的には使用しません。

※上記による応募ができない場合は、ハガキに「第4回又は、第5回 いのちのセミナー
　受講希望」と明記の上、①氏名・フリガナ ②郵便番号 ③住所 ④電話番号を記載し、
　下記の宛先へお送りください。
　結果のお知らせは参加証の発送をもって代えさせていただきます。

　〒530-8341 大阪市北区芝田二丁目４番24号 ＪＲ西日本あんしん社会財団

●１枚につき１名様のご応募とさせていただきます。
●第4回・第5回の各別に（ハガキも別々に）お申込みください。

会場案内
●JR『大阪駅 桜橋口』より徒歩8分
●地下鉄四ツ橋線『西梅田駅』より徒歩5分
●阪神『梅田駅』より徒歩5分
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若松 英輔氏氏

昭和43年生まれ。平成４年慶應義塾大学文学部仏文科卒業。
平成19年「越知保夫とその時代　求道の文学」にて、三田文学
新人賞を受賞。平成28年『叡知の詩学　小林秀雄と井筒俊彦』
にて、西脇順三郎学術賞を受賞。
著書に『井筒俊彦　叡知の哲学』（慶應義塾大学出版会）、
『イエス伝』（中央公論新社）、『魂にふれる　大震災と、生きて
いる死者』（トランスビュー）、『涙のしずくに洗われて咲きいづる
もの』（河出書房新社）、『生きる哲学』（文春新書）、『霊性の
哲学』（角川選書）、『悲しみの秘義』（ナナロク社）、『生きていく
うえで、かけがえのないこと』『言葉の贈り物』『見えない涙』
（亜紀書房）など多数。

「かなしみ」は、「悲しみ」や「哀しみ」だけでなく、「愛しみ」「美しみ」
と書いても「かなしみ」と読みました。「かなしみ」は人生で避けら
れない経験です。しかし、そこには単なる悲痛や嘆きでは終わら
ない何かがあります。「かなしみ」の深みにあるものを皆さんと
一緒に考えてみたいと思います。

● 批評家
● 随筆家

本郷 由美子氏
● 大阪教育大学附属池田小
   児童殺傷事件被害者遺族
● 精神対話士

平成13年に大阪教育大学附属池田小学校児童殺傷事件で
当時小学校２年生だった愛娘を亡くす。平成17年精神対話士
の資格を取得、心の支援活動を開始。平成26年スピリチュアル
ケア師(専門)資格認定。精神対話士・グリーフケアワーカーと
して、事件や事故の被害者、東日本大震災の被災者の方々や身近
な人を亡くした方の悲しみに寄り添う活動のほか、いのちの重
さ・大切さを伝える講演や授業を小・中・高校生や教育関係者な
どに行っている。また、平成28年からは、学校の先生になりた
かった娘の夢を引き継いで、学童保育の指導員も務めながら、
子どもたちの「いのち」を見守っている。その他、～グリーフパー
トナー歩み～代表、グリーフサポートやまぐちスーパーバイザー
なども務める。
著書に『虹とひまわりの娘』(講談社）など。

一生消えることのない「悲（かな）しみ」の経験が「愛（かな）しみと
共に生きる力」になります。愛娘を喪った悲しみの経験と他者
へのグリーフケアを通じ、悲しみを経験したからこそ気づくこと
ができた「生きる力」と、「いのち」に触れたからこそ実感できた
「いのち」について一緒に見つめたいと思います。

見えない涙 生きる力～かなしみの詩学～ ～愛（かな）しみと共に生きて～

●応募締切 ： 平成29年9月13日（水）必着
●参加証発送予定日 ： 平成29年9月21日（木）

●応募締切 ： 平成29年10月2日（月）必着
●参加証発送予定日 ： 平成29年10月12日（木）

演題 演題


